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女性が活躍するクラブ・連絡協議会

SCネットワークあいち
＜愛知県名古屋市＞

総合型クラブの活動基盤・活動環境をより充実させるためには、地域住民から必要不可欠な

存在であると認識されることが重要であり、そのためには、地域づくりまでも視野に入れ、ス

ポーツの「楽しさや喜び」を拡充し普及させる「公益的な活動」を行うことが求められます。

したがって、クラブ運営を担う人材は、クラブマネジメントに関する一定の知識・技能に加え、

幅広い視野と見識を培い、地域住民と共に地域課題の解決ができる資質・能力を重視する必

要があります。

平成２３年に設立されたSCネットワークあいちは、全国で最後に設立された連絡協議会です。

総合型クラブによる総合型クラブのための中間支援組織を目指して、年間に運営研修会を2回、

クラブ交流会を1回実施し、そのほかにも加盟クラブを対象として、クラブ内での研修事業に対

して補助金を出す「クラブ内研修会応援事業」や、日本スポーツ協会公認マネジメント資格を取

得した際に申請できる「マネジメント資格取得補助事業」など、加盟クラブにメリットとなる事業を

実施しています。

しかしながら、SCネットワークあいちは任意での加盟となっているため、現状では加盟率は高

くありません。よりよい事業を実施して行く中で、納得して加盟するクラブが増えていくことを目

指している状況です。

連絡協議会概要1

そこで、今回は女性の視点をクラブ運

営に取り入れ、女性が多く活躍する仕

組みをつくる都道府県総合型地域ス

ポーツクラブ連絡協議会（以下「連絡協

議会」という。）やクラブの取り組みを紹

介します。



クラブの事務局で活躍する女性が増えていく中で、愛知県内の女性スタッフが全国での研

修会で出会うこともあり、県内の総合型クラブで働く女性同士で気軽に話せる場が欲しいという

声を聞くようになりました。中でも、認定NPO法人朝日丘スポーツクラブの北垣さん、NPO法人ス

ポーツクラブいっしきの田中さん、NPO法人活き生きかにえスポーツクラブの照内さんの3名は

「ＳＣネットワークあいち女子会」（以下「女子会」という。）を始める前から全国の会議や研修会

で知り合っており、女子会を始めるきっかけとなった方々です。女子会を実行する際には、まず

この3人のスケジュールを確認してから、日程を決めるようにしています。

「ＳＣネットワークあいち女子会」
旧知3人の女性が発案・始動2

①集まりやすい月曜日に設定、場所も工夫

現状、女子会は年に1回、12月の上旬に行っています。

平成27年度に初めて実施し、これまでに3回開催していま

す。初年度は平日の夜に開催し、出席者は5名でした。会

自体は大変盛り上がったのですが、人数が少なかったた

め、次年度は多くの人が集まれる日程にすることを念頭

に企画しました。「家庭を持つ女性は、夜は出にくい」とい

う意見や、「クラブ事務局が休みの日なら出られるかも」と

いう意見を踏まえ、2回目の平成２８年度は県内クラブで

事務局がお休みのところが多いという理由から、月曜日

のランチタイムに食事をしながらクラブについて話し合う

形にしました。

議論よりも意見交換と情報交換を優先3

また、会議室での研修会というと構えて引いてしまう女性もいると思い、名古屋駅のツインタ

ワーのレストラン街という場所を設定し、「女子会のついでに名古屋でお買い物」や、「久々に

名古屋に行ってみたいな」という気軽な感覚で来てもらえるよう、極力ハードルを低く設定する

ことを心がけました。結果は９名の参加となり、前年度より多くの人に参加していただくことがで

きました。

女子会チラシ
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②女性の参加の難しさも実感

女子会では内容をきっちりと決めて議論するというよりは、それぞれのクラブで課題となってい

ることについて、それぞれが意見交換するという形をとり、クラブに関する情報交換や運営して

いく中で困ったことなどをフランクに話しています。ここで問題を解決するというよりは、情報の

共有と、県内総合型クラブでの知り合いを増やしてもらい、今後につなげてもらうことを目的とし

ています。2回の経験を生かして、3回目となる平成２９年度も同様の形で実施し、２回目より

もっと多くの人が参加してくれることを期待したのですが、結果は6名となり、より多くの女性に参

加してもらうことの難しさを感じている次第です。今年度も同様に実施する予定ですが、クラブ

に関わっている女性には、お手伝いのような形でスタートして、事務局の中での仕事に集中し、

外で活動するのは苦手という方も多いようなので、そういった方にも気軽に参加していただける

ように企画をしていきたいと考えています。

他クラブの情報を共有
運営委員会では女性ならではの視点も

男性だけの協議会に女性が加わり、柔軟な雰囲気に

女子会を実施したことで、急激に変化があったわけではありませんが、女子会に参加して顔

なじみになった方々がSNSなどでつながって、お互いのクラブの情報を共有したり、面白い企画

を行っている他クラブの事業を真似したりしているようです。クラブに関わっている女性は好奇

心が強く、実行力があるということをヒシヒシと感じます。また、女子会の中心メンバーとなって

いただいている3名の方々には、昨年度よりSCネットワークあいちの運営委員となっていただい

ています。女性ならではの視点でアイディアを出していただき、運営委員会でも活躍されていま

す。女性同士で話し合うのも大切ですが、協議会などの組織運営の場では男女関係なく議論を

していくことが大切ですので、出された意見を柔軟に受け止められる会議の雰囲気が重要だと

感じています。現在では、男性だけで会議を行っていた時よりも、柔らかい雰囲気となっている

印象です。



①「個人の集まり」として開催→参加のハードル下げ参加者増を目指す

現在の女子会は、SCネットワークあいちの事業としてではなく、加盟クラブの女性を対象として、

「クラブのことを話しながら食事をする個人の集まり」としての位置づけです。研修会などの事業

にすると堅苦しくなったり、気軽に参加してくれる女性が少なくなってしまう可能性もあるので、

現在のスタイルをしばらくは続けたいと思っています。もし女性スタッフの研修会が必要となれ

ば、別の機会として研修会を実施したいと考えています。また、女子会のメンバーが固定してし

まうと、情報交換の内容が偏ってしまう場合があるので、毎年新たな方に参加してもらえるよう、

クラブアドバイザーによるクラブヒアリングの場などで女性スタッフを見つけては声をかけるよう

にしています。知らない人の集まりに飛び込んでいくのは誰しも勇気のいることですので、その

ハードルを少しでも下げて、参加していただいた方々が女子会で得た情報や人脈をクラブの活

動に生かしていただきたいと思っています。

女子会の参加者増が課題
情報・人脈をクラブ活動にどう生かすか5

②女性役員初登用の際は複数人の登用が効果的

SCネットワークあいちでは平成29年度の役員改選で役員10名の内4名が女性（運営委員3名、

監事１名）となりました。それまでは役員は全員男性でしたが、役員改選会議の際に女性役員

さんを登用してはどうかと提案したところ、ある役員さん（男性）から、「女性を役員にする際に

は1人ではだめ。2人以上にしないと女性は本来の実力を発揮できない」という趣旨の発言があ

りました。一見、女性の能力を低く見ているような発言ですが、これはすごく的を得ていると実

感しています。実際に運営委員会でも女性が３名いるからこそ、意見が出しやすくなっていると

いうことを感じています。女性は同意を得られると安心して発言ができます。男性が多数いる

中で女性1人では意見を出しにくいと感じますので、今後女性役員の登用を考えている組織の

方々は、複数名の女性役員の配置をおすすめします。また、女性ならではの視点や意見を快

く受け入れていただける、男性メンバーの存在が重要であることは言うまでもありません。男女

関係なく意見が出やすい雰囲気づくりや、誰が出した意見でも皆が受け止め、実行していくこと

が大切だと思います。



③全国の連絡協議会と情報交換→加盟クラブに役立つ事業を展開へ

今後のSCネットワークあいちの展望としては、加盟クラブの方々には事業にどんどん参加して

もらうことで加盟のメリットを感じていただき、まだ加盟していないクラブの方々を誘っていただく

ことで加盟クラブ数を増やしていきたいと思っています。加盟クラブが増えることで、資金が充実

していけば連絡協議会としての事業も更に充実したものになると考えておりますので、今後も加

盟促進を働き掛けていきたいです。また、全国の連絡協議会の方々との情報交換を通して、他

の連絡協議会がどのような事業を実施しているか等を知り、SCネットワークあいちの事業に生

かしていきたいと考えています。

連絡協議会は総合型クラブにメリットとなる事業を考え、実行していく組織だと考えています。

事業規模も会員数も活動エリアも異なる、大小さまざまな総合型クラブが加盟している中で、す

べてのクラブに役立つ事業を考えるのは決して簡単ではありませんが、「加盟していてよかっ

た」と思ってもらえる協議会となれるよう、今後も事業を考案・展開していきたいと思います。

SCネットワークあいち事務局（愛知県体育協会クラブアドバイザー） 山田 瞳

設立年月日 平成23年11月13日

所在地 愛知県名古屋市

運 営 加入クラブ数33（平成30年3月現在）、
予算規模761,000円（平成30年度）

特 徴 総合型クラブによる総合型クラブのための中間支援組織を目指して活動をしてい
ます。
設立は平成23年と全国でも後発の連絡協議会ですが、設立当初より会費（年会費
1万円／予算規模1000万円以下、2万円／予算規模1000万円以上）を徴収して活
動の原資としています。任意加入のため加入クラブが少ないのが現状ですので、
よりよい事業を実施し、クラブの加入率を上げていくことが課題です。

連絡先 〒460-0007 愛知県名古屋市中区新栄1丁目49－10
TEL 052-264-1010 FAX 052-264-0909 
E-Mail yamada@aichi-sports.or.jp
URL https://scnetaichi.jimdo.com/

協議会 プロフィール


